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 １月１８日(日)相模原市立青少年学習センターにて令和７年度相模原市中学校創作演劇発表会

が開催されました。旭中学校演劇部は『ぼくらの天文部』を発表しました。 

私は、中学生の演劇を見るのが初めてで、ワクワクしながら幕が上がるのを待っていました。

いざ劇が始まると、自分たちで構成した脚本・演出に対して、演者をはじめ、照明、衣装、大道

具・小道具、音響等それぞれが役割を果たそうとする「気迫」や「緊張感」がひしひしと伝わり、

中学生にしか出せない、中学生らしい空間に引き込まれてしまいました。やはり「中学生ってす

ごい」、５０歳を過ぎた自分には出せない「きらめき」や「勢い」があり、羨ましくなりました。 

そんな気持ちで歩いていた帰り道、自分が教員になって２年目頃に当時の校長先生から聞いた

「初心忘るべからず」に関する話を思い出しました。この言葉は、能楽を大成させた「世阿弥

（ぜあみ）」の著書に記した言葉が由来となっており、現在使われている意味とは少し違っていま

す。今号では、世阿弥の「初心」の紹介とともに、３学期を迎えている旭中生にあてはめてみま

した。 

 今、3 年生はまさに人生の大きな節目に立っています。これまでの中学校生活で積み上げてきた

自信とともに、これから始まる新しい生活への不安もあるでしょう。その不安や「うまくいくか

な」というドキドキこそが、世阿弥の言う「時々の初心」だと思います。今の戸惑いを受け入れ、

力に変えるためにも努力を重ね、最後まで自分の道に立ち向かってほしいと願っています。 

（次面に続く） 

1. 本来の 3つの「初心」 

世阿弥はこの言葉を、人生のステージに合わせて 3つの段階で説いています。 

・是非（ぜひ）の初心を忘るべからず（是：良かったこと 非：悪かったこと） 

若い頃の未熟な芸（失敗や恥）を忘れないことで、今の成長を確認し、慢心を戒める。 

・時々(じじ)の初心を忘るべからず 

その時々の年齢や立場に応じた新しい課題に直面したとき、その都度「初めて」の気持ちで取り

組むこと。 

・老後の初心を忘るべからず 

歳を重ねてもなお、初めて経験する芸の境地がある。それを学び取る姿勢を忘れてはならない。 

2. 言葉の真意 

世阿弥にとっての「初心」とは、単に「始めたばかりのフレッシュな気持ち」ではなく、「自分の

未熟さ（芸の未熟な状態）」を指していました。 

「あの時の下手だった自分、恥をかいた自分を忘れるな。そうすれば、慢心することなく、常に向上

し続けることができる」という、自己研鑽の継続を促すための戒めが本来の意味です。 

旭中だより 
学校 HP https://asahi-j.sagamihara.andteacher.jp/ 

 

「初心忘るべからず」とは            校長 辻野 宏             

【あらすじ）】 

星空の美しい街で、廃部の危機にある天文部、なんとか部を存続させようとする部員たち。

時には衝突もしてしまうが、謎のおじさんの協力も得ながら、新入部員を獲得していく。美し

い星々と、星を愛する部員たちの物語。 



                詳細は各学年から配付される予定表をご確認ください 

  

教育相談：2/3，2/5，2/6（予備日） 

４日(水)旭 T：学校生活アンケート 専門委員会 

５日(木)旭 T：委員会報告 

６日(金)あさひ学級校外学習 ３年給食最終日 

１２日(木)１，２学年定期テスト(英語、国語、数学) 

１３日(金)１，２学年定期テスト(理科、社会)   

１７日(火) 公立高校共通選抜学力検査・特色検査 

２０日(金)３学年定期テスト(英語、国語、数学、理科、社会)  

２５日(水)ピンクのリボン DAY の取組(生徒会) 

２６日(木)小・中交流会・部活動見学(旭中学校区６学年) 

２７日(金)①～⑤フリー参観／１４時５０分～学校懇談会 公立高校合否発表  

 

 

 旭中学校ホームページでは、日ごろの様子をブログにて随時紹介しております。多くの方に学校

の様子をご覧いただける機能として、大変評判もよいところですが、近年は生成 AI の技術革新に

より、デジタル画像の無断加工が容易にできてしまう状況となり、世の中では様々なフェイク動画

が出回り始めています。こういったことから、教育委員会の指示のもと、本校におきましても生徒

の安全を最優先に考え、学校ブログの閲覧を生徒及び保護者の皆様に限定するためのＩＤ・パスワ

ード設定を行うことといたしました。地域の皆様が閲覧できるページも設定する予定でございま

す。運用開始などの詳細につきましては、スクリレで配信される通知及び設定方法にてご確認くだ

さい。ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 また、1・2 年生にとって３学期は「現学年のまとめ」をすると同時に、「先輩になる」「最高学

年になる」という新しい自分への準備を始める時期です。学校生活に慣れ、「これくらいで大丈夫」

と「是非の初心」を忘れ、慢心してはいませんか。次の学年になれば、また新しい壁が待ってい

ます。その新しい壁を前にしたとき、今の自分に何が足りないかを見つめ直す。それもまた、大

切な「初心」を忘れない姿勢です。 

 まだ、中学生は「老後の初心」を忘れるどころか、まだその域に達していませんが、その域に

入りかけている私としては１０月から「校長」という新しい境地に入りました。初めて教員にな

ったころの未熟な自分を忘れず、居心地のよい学校を生徒・職員・保護者・地域の皆様とともに

築いていかなくてはいけないという「初心」と向き合っていきます。 

 

の 
２月の主な予定 

学校ホームページ ブログの閲覧制限について 
 


